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１．調査目的

子どもと子育て家庭の目線に立ち、子どもの育ちを重視する本市の実情に即した更なる環境整

備を図るため、岡崎市内の子どもや子育て家庭を取り巻く環境を把握するために実施しました。

２．調査概要

■調査地域 岡崎市全域

■調査対象者 岡崎市内在住の就学前のお子さんをお持ちの世帯・保護者（就学前児童保護者）

岡崎市内在住の小学生のお子さんをお持ちの世帯・保護者（小学生児童保護者）

岡崎市内の保育園・幼稚園・認定こども園の職員

岡崎市内の事業所

■抽出方法 無作為抽出及び悉皆

■調査方法 郵送配布、郵送又はインターネットによる回収

■調査期間 令和５年 11 月１日（水）～令和５年 11月 20 日（月）

調査票 配布数 回収数 回収率

就学前児童保護者 3,000 件 1,469 件 49.0％

小学生児童保護者 2,000 件 954 件 47.7％

保育園・幼稚園・

認定こども園職員
1,048 件 746 件 71.2％

事業所 500 件 166 件 33.2％

合計 6,548 件 3,335 件 50.9％

３．報告書の見方

○ 図・表中の N とは、設問に対する回答の合計数です。

○ 回答は N、回答者数を 100％として百分率で算出しています。小数点以下第２位を四捨五

入しているため、百分率の合計が全体を示す数値と一致しないことがあります。

○ 図・表中の 0.0 は回答者が皆無のものです。

○ 複数回答ができる質問では、回答比率の合計が 100％を超える場合があります。

○ 図・表において、回答の選択肢表記を簡略化しています。

○ 就学前児童保護者を「就学前児童」、小学生児童保護者を「小学生児童」と省略しています。

Ⅰ 調査概要
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保護者の就労状況について（母親）

就学前児童の７割超、小学生児童の８割超が就労しており、就学前児童では「フルタイムで働

いている」が 26.8％で、前回調査時の 19.9％から増加しています。

定期的な教育・保育事業の利用について

現在利用している事業、定期的に利用したい事業ともに「認可保育所」が最も多く、それぞ

れ 50.0％、53.6％となっています。また、定期的に利用したい事業は、前回調査時に比べて

幼稚園が減少し、認可保育所が多くなっています。

【現在利用している事業】 【定期的に利用したい事業】

26.8

19.9

28.6

27.0

9.0

7.8

0.2

0.4

33.6

31.6

54.3

52.8

2.4

1.5

0.1

0.2

26.5

36.9

14.6

16.3

0.8

1.4

0.8

1.4

1.0

1.0

1.4

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和５年度就学前児童

（N=1,469）
平成30年度就学前児童

（N=3,324）

令和５年度小学生児童

（N=954）
平成30年度小学生児童

（N=1,890）

フルタイムで働いている

フルタイムで働いているが、産休・育休・介護休業中である

パート・アルバイトなどで働いている

パート・アルバイトなどで働いているが、産休・育休・介護休業中である

以前は働いていたが、現在は働いていない

これまで働いたことがない

無回答

Ⅱ 就学前児童・小学生児童 調査結果

50.0

34.6

6.9

6.7

4.0

3.1

0.7

2.8

0.2

0% 50% 100%

（N=1,074）

認可保育所

幼稚園

幼稚園の預かり保育

認定こども園

認可外の保育施設

事業所内保育施設

その他

無回答

ファミリー・サポート・

センター

53.6

47.0

28.6

25.8

8.8

8.2

7.5

6.0

3.5

3.1

1.8

1.3

49.3

53.8

28.3

28.2

6.7

6.6

9.1

3.3

1.8

3.2

1.1

2.8

0% 50% 100%

認可保育所

幼稚園

幼稚園の預かり保育

認定こども園

小規模保育施設

事業所内保育施設

居宅訪問型保育

認可外の保育施設

家庭的保育

その他

無回答

令和５年度調査

（N=1,469）

平成30年度調査

（N=3,324）

ファミリー・サポート・

センター
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放課後（小学校終了後）の過ごし方

低学年における希望の放課後の過ごし方は、就学前児童・小学生児童ともに「自宅」が最も多

く、次いで、就学前児童では「放課後児童クラブ（学童保育）」、小学生児童では「習い事」とな

っています。高学年における希望の放課後の過ごし方は、「部活動」の割合が高くなり、「放課後

児童クラブ（学童保育）」の割合が低くなっています。

【希望の過ごし方（低学年）】 【希望の過ごし方（高学年）】

育児休業の取得状況について

育児休業の取得について、母親は「取得した（取得中である）」が 46.2％であり、前回調査時

の 32.7％に比べて 13.5 ポイント増加しました。

父親は「取得した（取得中である）」が 16.3％であり、母親に比べて依然低い水準となってい

ますが、前回調査時の 2.1％に比べて 14.2 ポイント増加しました。

40.6

50.7

0.4

0.8

46.2

32.7

16.3

2.1

11.8

15.0

78.3

90.5

1.4

1.6

5.0

6.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和５年度母親（N=1,469）

平成30年度母親（N=3,324）

令和５年度父親（N=1,469）

平成30年度父親（N=3,324）

働いていなかった 取得した（取得中である） 取得していない 無回答

56.2

36.0

33.8

21.8

13.3

3.2

1.9

3.9

2.9

66.6

16.2

45.6

1.5

24.8

17.0

0.4

22.5

7.1

0% 50% 100%

自宅

習い事

学区こどもの家

祖父母宅や友人・知人宅

部活動

その他

無回答

就学前児童（N=308）

小学生児童（N=476）

ファミリー・サポート・

センター

放課後児童クラブ

（学童保育）

56.8

38.6

28.6

18.2

14.9

13.3

0.3

3.9

16.2

69.7

45.9

38.3

9.6

11.7

13.6

0.4

19.1

10.4

0% 50% 100%

自宅

習い事

部活動

学区こどもの家

祖父母宅や友人・知人宅

その他

無回答

就学前児童（N=308）

小学生児童（N=954）

ファミリー・サポート・

センター

放課後児童クラブ

（学童保育）
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子育て全般について

【岡崎市の各分野における満足度】

岡崎市の分野別満足度について、就学前児童・小学生児童ともに「各種保育・教育サービス」

「妊娠・出産・育児期・学校などでの健康診断」「身近で安心な小児医療サービス」は満足度

（満足・まあ満足の合計割合）が高い傾向にあります。一方で、「公園など、身近な子どもの遊

び場」については、不満（不満・やや不満の合計割合）がそれぞれ 39.5％、42.3％となってい

ます。

（就学前児童）

（小学生児童）

満足

9.0

12.2

11.2

7.2

10.2

3.5

5.0

5.3

まあ満足

25.2

26.9

25.0

20.5

20.9

10.5

17.5

23.5

普通

42.8

47.2

42.5

56.6

26.7

50.7

51.5

46.2

やや不満

12.7

8.4

13.5

9.7

23.8

21.5

17.8

16.5

不満

7.4

2.5

5.0

2.9

15.7

10.9

5.4

5.7

無回答

2.9

2.9

2.8

3.1

2.8

2.9

2.9

2.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(N=1,469)

①各種保育サービス

②妊娠・出産・育児期の健康診断

③身近で安心な小児医療サービス

④子育て相談窓口や子育て支援情報の提供

⑤公園など、身近な子どもの遊び場

⑥企業・事業所などの子育て支援

⑦犯罪などが少ない、安心できる地域環境

⑧総合的にみた子育てのしやすさ

満足

4.2

14.0

9.4

3.9

5.5

2.6

2.9

3.6

まあ満足

18.2

29.1

26.2

13.8

17.8

8.2

15.4

20.9

普通

61.0

50.8

48.2

64.5

34.3

61.1

53.8

52.1

やや不満

11.7

4.4

12.4

13.1

24.3

18.2

20.9

17.3

不満

4.3

1.4

3.4

4.0

18.0

9.1

6.8

6.0

無回答

0.5

0.2

0.4

0.7

0.1

0.7

0.2

0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(N=954)

①各種教育サービス

②学校などでの健康診断

③身近で安心な小児医療サービス

④子育て相談窓口や子育て支援情報の提供

⑤公園など、身近な子どもの遊び場

⑥企業・事業所などの子育て支援

⑦犯罪などが少ない、安心できる地域環境

⑧総合的にみた子育てのしやすさ
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【子育て環境のために市に期待する施策】

「子育てにかかる経済的な負担の援助」が就学前児童で 73.7％、小学生児童で 71.2％と最

も多くなっています。「全天候型の遊び場の整備など子どもの遊び場の充実」が就学前児童で

57.0％、小学生児童で 53.4％、「夜間や休日における小児科や医療体制の整備」が就学前児童

で 56.6％、小学生児童で 57.1％となっています。

経済的支援や子どもを安心して育てられる環境づくりが求められています。

73.7

57.0

56.6

45.1

30.0

27.8

20.7

18.7

16.7

15.7

13.5

12.5

10.6

7.3

6.9

6.8

3.6

0.3

2.7

0.8

71.2

53.4

57.1

27.7

23.5

17.8

35.7

13.5

19.9

10.5

4.9

17.6

12.6

7.9

11.0

1.6

4.1

2.2

5.0

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子育てにかかる経済的な負担の援助

全天候型の遊び場の整備など子どもの遊び場の充実

夜間や休日における小児科や医療体制の整備

保育士の処遇改善による幼児教育・保育の質の向上

育児休暇制度の普及や労働時間短縮など、

企業における子育て支援の充実

夜間保育、一時保育などの子どもを預けられる

保育サービスの充実

いじめや非行防止など、

子どもが健全に育つための対策の充実

幼児期から英語やプログラミングなど特別な教育を

提供する環境（保育料とは別に費用負担あり）

子育てに関する相談・情報・手続きなどの窓口の一本化

妊産婦や乳幼児の健康診査、保健指導などの

母子保健体制の整備

子どもの成長や家族人数に見合った住環境の整備

家事や育児への男女共同参加意識の啓発

メールやSNSを使った相談体制の充実

児童虐待を防止するための体制の整備

乳幼児連れでも講演会やイベントに参加しやすいように

会場の保育機能の整備

地域における子育てサークルなどの自主活動への支援

特にない

その他

無回答

就学前児童（N=1,469） 小学生児童（N=954）

ベビーベッドの設置やベビーカーを押して歩きやすい歩道など、

施設や道路の整備
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仕事や職場の環境について

【仕事のやりがいや充実感】

【業務負担】

【業務負担が増した理由】

ワーク・ライフ・バランスについて

Ⅲ 保育園・幼稚園・認定こども園職員 調査結果

50.8 41.6

3.8 0.9 2.5

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（N=746）

持っている やや持っている あまり持っていない

持っていない わからない 無回答

13.3 54.7 24.7

7.2

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（N=746）

とれている まあまあとれている

あまりとれていない とれていない

無回答

62.7

52.3

49.2

35.0

34.7

6.2

5.6

0.8

11.6

0.6

0.0

45.5

44.3

59.5

37.5

35.7

0.0

8.3

1.2

14.9

0.3

1.2

0% 50% 100%

利用者数の増加や利用時間の長時間化

保育士・教諭などの少なさ

保護者への対応の多様化

指導・保育記録作成などの事務の増加

外国籍の子どもへの対応の増加

研修や会議などの増加

その他

わからない

無回答

令和５年度

（N=354）

平成30年度

（N=336）

特別な配慮を必要とする子どもへの

対応の増加

近隣住民対応（交通渋滞や騒音対策など）

の増加

仕事にやりがいや充実感を「持

っている」「やや持っている」職員

は９割超となっています。

47.5

43.8

46.0

45.4

6.6

9.0

0.0

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和５年度（N=746）

平成30年度（N=768）

増している 特に変化はない 軽減されている 無回答

業務負担が「増している」が約

５割であり、前回調査時と比べて

やや増加しています。

「特別な配慮を必要とする子

どもへの対応の増加」が 62.7％

と最も多くなっています。

前回調査時と比べて、「保育

士・教諭などの少なさ」が 10.3

ポイント減少しましたが、「特別

な配慮を必要とする子どもへの

対応の増加」が 17.2 ポイント

増加しました。

「とれている」「まあとれてい

る」の割合が 68.0％となっていま

す。今後も、仕事にやりがいや充実

感を持って取り組むとともに、家庭

生活や趣味などに費やす時間を、自

ら希望するバランスで確保できるよ

う取り組むことが重要です。

※平成30年度調査では「外国籍の

子どもへの対応の増加」の選択肢なし。
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企業の子育て支援制度

男性が育児休業や育児休暇を取得することについて

Ⅳ 事業所 調査結果

７割弱の事業所で「家族手当」「出産・入学などの祝い金」などの経済的支援に取り組ん

でおり、「短時間勤務制度などの実施」をはじめとする各種勤務条件の免除は６割超の事業

所で取り組まれています。また、「男性の育休取得促進」「育児休業後の職場復帰への支援」

などに取り組んでいる事業所は５割を超えており、育児休業取得者の増加につながっている

と考えられます。

「男性も積極的に取得すべき」

と考える事業所が 62.7％と最も

多く、前回調査時と比べて 27.9

ポイント増加しています。

62.7

34.8

22.9

29.8

0.0

5.6

13.9

15.5

0.6

14.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和５年度

（N=166）

平成30年度

（N=161）

男性も積極的に取得すべき 男性は、できるだけ取得しないでほしい

原則として男性の取得は認めない その他

無回答

岡崎市の子ども・子育てに関するアンケート調査報告書【概要版】

岡崎市こども部 こども育成課
〒444-8601 岡崎市十王町二丁目９番地
TEL 0564-23-６７９８ FAX 0564-23-7292

現在実施中

69.3

68.7

15.1

7.2

4.2

3.6

9.0

6.0

3.0

12.7

13.3

24.7

30.1

18.1

72.3

64.5

69.9

64.5

43.4

38.6

17.5

57.2

33.1

51.2

3.6

今後実施を検討

3.0

6.0

13.3

8.4

3.6

2.4

3.0

2.4

5.4

13.9

6.6

9.0

7.8

10.8

11.4

4.8

4.2

3.0

5.4

10.8

8.4

13.9

21.1

16.3

3.6

未実施で未検討

25.9

22.9

68.1

81.9

89.8

91.6

85.5

89.2

89.2

71.1

77.7

63.3

59.6

68.7

13.9

28.3

23.5

30.1

47.0

47.6

71.7

25.3

43.4

30.1

40.4

無回答

1.8

2.4

3.6

2.4

2.4

2.4

2.4

2.4

2.4

2.4

2.4

3.0

2.4

2.4

2.4

2.4

2.4

2.4

4.2

3.0

2.4

3.6

2.4

2.4

52.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(N=166)

1.家族手当

2.出産・入学などの祝い金

3.育児休業中の所得補填

4.住宅手当の割り増し

5.保育所費用の補助（企業内保育施設を除く）

6.ベビーシッター費用の補助

7.教育資金の貸付け

8.世帯用社宅への優先入居

9.企業内保育施設

10.子育て支援メニューの周知・情報提供

11.法の規定を上回る育児休業

12.配偶者出産休暇など独自の育児参加休暇制度

13.産前通院休暇（妊娠中）

14.つわり休暇（妊娠中）

15.短時間勤務制度などの実施

16.所定外労働の免除

17.夜間勤務の免除

18.休日勤務の免除

19.転勤の免除

20.職種の変更

21.在宅勤務制度

22.育児休業後の職場復帰への支援

23.育児による退職者の再雇用制度

24.男性の育休取得促進（産後パパ育休など）

25.その他


